
（別紙３）

○事業所名 放課後等デイサービスいまここmico

○保護者評価実施期間 2025年12月1日 ～ 2025年12月19日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 30 （回答者数） 18

○従業者評価実施期間 2025年10月17日 ～ 2025年12月10日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5 （回答者数） 5

○事業者向け自己評価表作成日 2026年1月14日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

⑮日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、
こどもの健康や発達の状況について共通理解が
できていると思いますか。

送迎時（学校、ご自宅）の情報共有はその都度
職員のグループLINEへ送ることで確認し
翌日の朝の振り返りのミーティングの中でも
常に報告や話し合いを行うことで情報を常に更新
しています。
その中で各職員が同じ情報を持ち送迎時の引き継ぎや
支援に活かせるよう心掛けています。

保護者様よりご質問などあれば、送迎時やLINEにて
ご相談いただけるよう、またご返答に関しては
LINEもしくはお電話にて即日対応できるよう
引き続きアナウンスを行っていきます。

2

㉔事業所では災害時の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練が行われていますか。

事業所として防災weekを年2回、活動を通して
地震、水害、火災等の避難訓練や不審者対策など
行っています。
スクリーンでの防災の勉強や実際に避難体験など
行うことで、職員含めての防災へ意識の向上と
「もしも」の時に「命を守る」行動が取れるよう
事業所として取り組んでいます。

防災weekでの活動担当職員や実施曜日を毎回変更
することにより、様々な防災訓練が受けられるよう
また、適宜新しい防災の情報を更新できるように
今後も取り組んでいきます。

3

㉑定期的に通信やホームページ・SNS等で活動概要
や行事予定表、連絡体制等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて
いますか。

Instagramのストーリー機能を活用し、活動の様子をタ
イムリーに配信している。また、リール動画を用いて、
写真では伝わりにくい雰囲気や児童の様子を発信し
ている。連絡事項についても、送迎時だけでなく公式
LINEや連絡帳アプリを用いて共有しています。

今後も、個人情報に十分留意しながらSNSを継続的
に活用し、情報発信に努めていきます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

⑭事業所では、家族に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等）や家族等も参加できる研修会や情報
提供の機会等が行われていますか。

今年度はLINEVOOMにて「ペアレント・
トレーニング」の動画や外部の研修情報など年間を
通して配信してきました。
しかし、LINEVOOMでの配信について思っている
以上にご覧いただけなかったことは情報の
アナウンスの発信の弱さにあると考えています。

2026年1月の配信ではLINEVOOM配信時に個別で
LINEでアナウンスさせていただきました。
まずはご覧いただけるように情報の発信の仕方を
考え、より多くの保護者様へ興味を持って
いただけるよう配信を行っていきます。

2

⑪
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他の
こどもと活動する機会がありますか。

放課後児童クラブや児童館等、地域の他児童との交
流については、すべての児童に一律に必要なもので
はないと考えています。児童の中には、周囲に知られ
たくないと感じる場合もあり、無理な交流が心理的負
担となる可能性があるため、地域交流については慎
重に判断しています。一方で、社会性やコミュニケー
ションの機会が不要であるとは考えておらず、本人が
安心して参加できる環境の中で、段階的に経験を積
むことを大切にしています。

地域の他児童との交流を無理に進めるのではなく、
同一法人内の他の放課後等デイサービスとの交流機
会を活用し、顔なじみの職員や環境の中で安心して
コミュニケーションを経験できる場を継続的に設けて
いきます。今後も、児童一人ひとりの気持ちや特性を
尊重しながら、安心感を基盤とした交流の在り方を検
討し、社会性や対人関係の幅を広げる支援につなげ
ていきます。



3

⑱
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等によ
り、保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族
への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が
設けられるなど、きょうだいへの支援がされています
か。

保護者会については、これまで保護者からのニーズ
が少なかったことから開催には至っていません。

保護者様のご要望に耳を傾けながら、
検討課題とさせていただきます。


